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のリミま る と ころが あ る か， あ る い は ま た， 狩 猟 を 発 と す る者 が少 な くな か っ

たこと を示 す もの ら しい。 1拝突 ， 光 宏 ロ の 北約 12 k m ，国 迫6 9 号線 に沿 って，
l

了∫，▲米 鮒 仁淀 で にりえ た別 々と い う と ころ が あ る11）。 貸 家 ロ に持 ち出 され た 山の

犯物 は ， この岩 崎 に迎 んで 売 り捌 か れ た の で はな か ろ うか と， 筆 者 は想 像 し

た。 この推測 は大休 当 っていたが，岩的 の一製革共著 は， 同地で は甘 か ら鋭

仙と は i虹接 収 引 はせ ず， 仲 門 人の 手 を経 て買 い入 れ て い た， と筆 者 に説 明 し

てくれ た。 A N D E R SO N に カモ シ カを プ三った 吉 田某 が， 猟 師 また は 仲 買 人 か，

ある い は 盟 ノー仁光 者 で あ っ た 丈・、は わ こ与、ら な い 。 し か し ， 更誓文 ロ に 来 て い る外 旧

人が， 獣 類 を 買 い入 れ る とい う噂 を 伝 え 聞 いて ， 皮 に 売 るよ りは 金 にな るだ

ろ う と， 再 び幣 家 ロヘ 辻 んで A N D E R SO N の手 に渡 した の だ と思 わ れ る。才子

帖には 吉 田 姓 の 家 が 多 い 。
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出⊥止血19 05 T「 1 月 1 1 日． 炎 良 を 発 った A N D E R SO N ら■は， そ の 日は桜 井 で一 泊 し

た。 桜 ノ＝ま弐ミ山 平 野 d）柄の端 に近 い。 当 時 ， 鉄 道 桜 井 線 は 茶 良 桜 井 問 のみ

で， それ よ り光 は 日Fj；屯して い 仁 い。 彼 らは 桜 井 駅 前 大 西 町 （今 ， 本 町通 一 丁

か い くわ

口） の 鞘 花 ほ に朽 を と った。 奥 ま った 平尾 址 の 離 れ 座 敷 を提 供 され た。 この

離れ は，今次 の大戦後， 隣家の火 災に類 焼 し，現在 は二 階真如こ改築 されてい

ろ。A N D E R SO N 当 時 の面 影 は ． この二 階 屋 の前 の 庭 に残 って い る老 松 に よ っ

て 偲 ぶ ば か りで あ ろ。 l少棉 初 期 の 様 相 を もち 伝 え て い る こ の旅 蛇 の11rい 付 足

は， 火難 を弛れ たが，既 に脚 馴 lにその南半 を桜井木材協 同組付 こ譲咄 し，

イモ休 は A N D E R S O N 当 粒 よ り は る か に 小 さ い 。

1 †】1 2「1， 桜 叶 を柊 に した A N D E 巳30 N らは ， そ の ∩は 松 山 （今， 大 宇 陀

口Ij・の う ナ，） 1二川 〕， 13 ∩に幣 射 ‾lに若 い た 。 松 山 か ら どの 辺 を と った か は わ

か らな い が， 恐 ら く山 口 を拝 ， 佐 倉 峠 を 越 え て雨 下 した の で あ ろ う。 こ の あ

た りは∴ ま だ l＝カi深い わ けで は な い けれ ど も， 多 くの 荷 物 を 運 ばね ば な らぬ

一 行 の 打 純 は 必 ず し も不 易 で は な か った に ち が いな い。 乗 合 馬 市 の任 さえ，
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